
148　被　服

B 87 衣服間隙を異にするスカ一卜の局所別熱抵抗に関する研究
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　目的　快適な衣服の材料、デザイン、着方などを追求する目的で、衣服間隙を大きく変

化することのできるフレア一およびギャザースカ一卜を例とし、シルエツ　トの相違にもと

づく種々のスカートの顕熱的特性をサーマルマネキンにより検討した。

　方法　　スカ一卜の種類　として　タイ　ト、フレアー（フレア一度12≒38°、64°、サーキュラー

）およびギャザ一（倍率／3、１　、1 '／2　、２　）の９種、ス* -ト丈としてミニ、ノーマ

ル、ミディ、ロングの４種、材質は綿ブロード、ポリエステルデシンおよびウールツイー

ドの　３種、これらを組み合せて108通りのスカ―トを作製して供試試料とした。　実験はスカ

ートのみを　サーマルマネキンに着用させ、立位および椅坐位についてマネキンの全身にわ

たる14 部位の表面温および気温を測定し、スカートの局所別熱抵抗およびクロ一値を求め

た。さらにスカート重量、スカート面積およびスカートの被覆率了ｃ£を求めた。

　結果　一般にス* ―ト丈の違いによる熱抵抗の差は大腿部、T腿部に顕著にあらわれる

が、腹腰部ではそれ程顕著でなかった。　また、フレア一度の違いは腹腰部、大腿部にあら

われ、立位より椅坐位の方がフレア一度による差が大きくなる傾向があった。さらに、ギ

ャザ一倍率の違いは立位ではギャザ一度｡の大なる程腹腰部の値が大きく、逆に大腿部で小

さくなる傾向があっ　た。しかし、スカ一卜のクロ一値はスカ一卜丈、フレア一度（またはギャザ一倍率）、材質

因子の相互間に高度に有意な交互作用があり、個々の組み合せによるそれぞれ特徴ある熱特性を示した。なお、クロ一

値はタイトスカ-トフは立位〉椅座位になるが、衣服間隙の大きいスカートｒは椅坐位〉立位になるこ

とが各スカート丈でいえるようである。
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　目的　和装用を嫂故類の顕黙怜性左知るこ｡とによって，狛袋時・峡直な衣生地を行いこ

必要な資料左得ることを目的とする。

　方去　1)±度重子サーマルマネキン吉用いマ室内無薮下で着衣の局所別熱抵地およびク

ロー値を求める。2）供試試料は下着（ぢ娃）-Iしヽゆばん(4-蛙）-I:着（ワ鐘）羽織・コー

I-（今種）ショール(l種) 帯C4-蛙）tiよび庸まき（2趨）の計27穐そ^他小物類で

ある｡3）免験対象は単品夜類およびこ^-kら左支わ着した和装に,�別し, lit)息の関係を堵討

する。その他旬友服奎量を測奮した。

　結果　1)単晶説類にっいて：下着類では肌じゅばんは胸部および上腹前6, 裾よけは大

腿詐の柊抵坑診丈であった。長じゅぼ仏長着類では腹都・腰部・背都で/|ヽさ<, 脚部・

にflt?I面・大腿郵で大ヒなっrニ｡。羽織・コート・ショールは被覆却のみヵV壕温力をtち形

状（こよる差か見出され仁。ショ-ノレの胸部の鶴抵抗は特に大てある。なおこれらの衣類の

重量b 0 Dー値ヒの関係は，説服１量が大なる娃クロー値かヽ大になる13 ぼjI線的傾向曾I.

itさJ政r=｡が帯類のみ巽なった独自,D）方向係feを示した。2）t:ね着した和装につい1：雀ね

着の熱抵抗。プロフAルit ほぼ最外層の長着・プロフA ールに類似,した傾向£肩する加ヽ

なおJlRiでは肌じ｀ゆばんの影響が前腕都ら^馳では筝の影響*v>上腹猿・で強調さi^た。

またtね着の柵抵抗は, 各都位で単品衣類・如よりい1、さくなるか，両恚の走は上腹前面，

大腿前後面ず大きく，肴部は最もふさがった。着衣全休のnロー･値と単品クD - 値との関
には直線的関係を見出し，クロー循と友服重量との間にも同堤な直線的関ｲ条を見出した。


